






  







    

 １

  
  


 



 








 

 
    

   
     

    

  

 



    

   



 

         

   

     





 
 








    

 







２

  

  

 

   

 

 

 



   

   

 

 

 

   

 



３

            



      





  









  



 

  

  



       ４

  

 















     ５

     



  



 

      









  









令和 6 年度　　数学  【一般】    解答用紙 受験番号

中央値 　四分位範囲

， 分 分

3

(答) 通り (答) (答)

4

(1) (2) (3)

5 (4)

(答)

　（証明）

(答) (答) (答)

ク

エ

(1) (2) (3)

ア イ ウ

2
オ カ キ

1
(7) (8) (9) (10)

(1) (2) (3) (4) (5) (6)



 

 

 

   

 

　　　，　　



令和 6 年度　　数学  【一般】    解答用紙 受験番号

中央値 　四分位範囲

， 分 分

3

(答) 通り (答) (答)

4

（証明終）

(1) (2) (3)

5

(3)

1

ア イ

(答)

(8)

(4)(1) (2)

ウ

(答)

(答)

(3)(2)(1)

(5)

(10)

(6)

(9)(7)

エ

　（証明）

(4)

2
オ カ

(答)

キ ク









 

 

   











 




 

 


   




   

 



   

















 




 

①，②より

　組の角がそれぞれ等しいので

　　　△△




  





 




白玉を 白 ， 白 ， 白 ，赤玉を 赤 ， 赤 とする。

　　　 白 　　　 赤 

　　　 白 　　　 赤 

　　　 赤 　　　 白 

　　　 赤 　　　 白 










より

　









△と△において

　に対する円周角は等しいので

　　　　　　①

　半円に対する円周角はなので

　　　　②

  において，点を通るので

　　  

　









 において，のとき

　　



 

　  

より　



直線の傾きは　
 

  




であるから





とおいて，点を通るので

　　



　より

よって　





直線の式は　









において，のとき

　　



　より

　よって　

直線に平行な直線を

　



　とおくと，点を通るので

　



   　より　

よって　



　①

また，直線の式は　　②　であるから

①と②より

　　



　

これを解いて



，　　②より　






よって　



 




　

回目

回目



白 白 白 赤  赤

白     

白     

白     

赤     

赤     


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